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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るア
ンケート調査

Ⅱ 病気療養中の高校生への教育保障の実際例

Ⅲ 病気療養中の生徒のための教育保障チェックリ
スト（試案）
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〇本研究のテーマ

大崎科研「修学の意思のある病気療養中の高校生への継続的な教育保障促進プロ

グラムの開発（課題番号22K02796）」

〇本研究をはじめた背景

同じ日本の教育制度のもとで学んでいるのに，高校生の居住地域によって教育保
障の方法や内容に差があるのはなぜか。また，病気療養中のため，修学の意思があ
るにも関わらず，教育保障が行われず，高等学校を休学したり，退学したりする高
校生がいるのはなぜかという疑問が研究開始当初の背景にあった。

〇本研究の目的

本研究は，修学の意思はあるが，病気療養中のため，やむを得ず高等学校に登校
することが困難な生徒への継続的な「教育保障」の実現を図るため，「病気療養中
の高校生のための継続的な教育保障促進プログラム（モデル案）」を開発・実施し，
病気療養中で，修学の意思のある高校生の教育保障を促進することを目的とする。 
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に
係るアンケート調査
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１ 目的

本調査は，大崎科研「修学の意思のある病気療養中の高校生への継
続的な教育保障促進プログラムの開発（課題番号22K02796）」の一環
として行った調査である。

各都道府県等における，修学の意思はあるが，病気（悪性新生物，
慢性疾患，精神疾患等も含む）やけがによる治療のために長期入院し，
退院後も自宅療養する等，やむを得ず高等学校に登校することが困難
な「病気療養中」の高校生への支援方策等を把握し各都道府県等にお
ける「病気療養中」の高校生への教育保障（主に学習面での保障）の
現状と課題を把握することを目的としている。

Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査
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２ 方法

〇調査方法：本アンケート調査を都道府県，政令市教育委員会の高校教育課並びに

特別支援教育課主管課長様宛に郵送し，任意での回答を求めた。

〇調査対象：都道府県（47），政令市（20）計67教育委員会

〇調査期間：2026年１月～３月末日

〇調査内容：１.病気療養中の高校生への教育保障（主に学習面）の実施の有無，

２.教育委員会が定める病気療養中の高校生への教育保障に関する規

定等の有無，①ある場合の規定の名称と概要，②ない場合の支援方法，

３.過去３年間（令和５～7年度）に支援を行った人数と主な病名，

            ４.実際に支援を行っている高等学校（特別支援学校）の推薦，

５.病気療養中の高校生への教育保障についての課題                 とした。

※本調査の実施にあたり，国立特別支援教育総合研究所の倫理審査委員会に諮り， 

調査実施の許可を得た。また，調査は，任意での回答を求め，回答者等の個人

情報保護にも十分配慮した。

Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

３ 結果(一部）

〇調査の回収率：67.2％（45都道府県，政令市委員会の回答）

〇調査結果

①回答者の所属部署
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

②  病気療養中の高校生への教育保障（主に学習面）に関す 

る支援の実施の有無 
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

③ 教育委員会が定める病気療養中の高校生への教育保障 

に関する規定等の有無
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

④ 規定がある場合の名称と概要（例）

教育委員会が定める病気療養中の高校生への教育保障に関する規定の一

例を以下に記す。

＜名称＞

Ａ教育委員会「高等学校等における多様な学習ニーズに対応した柔軟で

質の高い学びの実現について」 

＜概要＞

不登校生徒及び病気療養中の生徒に対する遠隔授業又は通信教育につい

て，文部科学省の通知の概要を示すとともに，県としての運用指針，留意

事項及び届出の様式を定めている。
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

＜名称＞

Ｂ教育委員会「Ｂ県立高等学校及びＢ県立中学校における入院時学

習支援」

＜概要＞

・対象は県立高等学校及び県立中学校に在籍する生徒。

・1日につき２時間，週３日を限度とし，原則として４か月以内とする。

・県内又は在籍校から30Km程度の範囲に存する病院等に，30日以上の

入院が見込まれること。

・該当生徒，その保護者，主治医，校長の合意が必要となる。
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

＜名称＞

Ｃ市教育委員会「Ｃ市立高等学校に在籍する生徒の入院時学習支援

実施要綱」

＜概要＞

対象生徒が入院する病院に，対象生徒が在籍する高校の教員又はＣ
市立高等学校非常勤講師等就業規程に規定する非常勤講師を派遣し，
教科・科目を指導することにより行うもの。

指導時間数は，対象生徒１人につき1日あたり２時間，1週間当たり6
時間を上限とする。
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

＜名称＞
Ｄ県教育委員会
・「不登校生徒及び病気療養中等の生徒に対する遠隔授業」実施要項
・分身ロボットOriHime等による県立中学校・高等学校生徒に対する教
育支援実施要領

＜概要＞
・病気療養等の生徒に対し，学校教育法施行規則88条の３の規定に基づき，
遠隔授業を実施し，多様な学習ニーズに対応した学びの機会を充実させる
ことについて，必要な事項を定めたもの。
・病気療養中等の対象生徒が学校において撮影された授業等を聴講すること
に加え，教職員が友人等とコミュニケーションを取るために分身ロボット
OriHime等を貸し出す教育支援に係り，必要な事項を定めたもの。
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

⑤ 規定等がない場合の教育保障への支援方法（例） 

規定等がない場合の支援方法の一例を以下に記す。 

・特別支援学校内に病弱教育サポートセンター，大学附属

病院内にサポートルームを設置し，学習支援を希望する

高校生がいた場合，病院や在籍校と連絡・調整を行った

上で，在籍校（高校）等のオンラインやオンデマンドの

遠隔授業の実施に向けた調整や対象児童生徒の自学の見

守りを行っている。
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

⑥令和5～7年度の３年間に支援を行った人数と主な病名

都道府県，政令市によっても支援を行った人数が異なるが，
Ｅ教育委員会では，令和５年度に333名，令和６年度に618名
（令和7年度は集計中）への学習支援を行っている。Ｅ教育委
員会では実際の学習支援の状況も把握しており，支援方法の
多い順に「プリントやレポート等の添削指導」「訪問（対
面）による指導」「同時双方向型の授業」等を行っている。 

支援を行った生徒の病名ついては，小児がん，白血病，骨
肉腫，リンパ腫，くも膜下出血，膠原病，起立性調節障害，
統合失調症，摂食障害，骨折，交通事故によるけが等，さま
ざまな病気療養中の生徒が支援を受けている。
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

⑦病気療養中の高校生への教育保障についての課題
・在籍校教職員の遠隔授業に向けたICT活用スキルの
向上 

・支援方法がリアルタイムのオンライン授業に偏り
がち。 

・高等学校の学校ごとに異なる教育課程 
・体育や家庭科等の実技科目の支援方法 
・病院内の施設設備，人的体制等

様々な回答があった。
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Ⅰ 病気療養中の高校生への教育保障に係るアンケート調査

＜まとめ＞

各地域によって支援担当部署，支援方法等が
異なる様子が散見されたが，以前に比べて着実
に病気療養中の高校生への支 援が充実してきて
いる。支援のさらなる充実を応援するとともに
今後は，修学意思のある病気療養中の高校生が
全国どの場所に居 住していても確実に教育保障
が受けられるよう努めたい。



Ⅱ 病気療養中の高校生への教育保障の実際例
病気療養中の高校生への教育保障に係る各学校等への聞き取り調査から

18



19

Ⅱ 病気療養中の高校生への教育保障の実際例

〇Ａ高等学校（私立，普通科，工業技術科）
県の制度を参考にA校独自の入院時等学習支援の整備を行い，実施要項の作成と具体的な支援方法等

の確認を行った。
名称を「入院時等学習サポート制度～〇〇モデル～」とし，入院等により登校ができないが，修学の意

思を強く持ち学習意欲がある生徒に対して，継続した学習をサポートする制度を創設した。
入院時等学習サポートの対象となる条件として，①20日以上の入院が見込まれる，②生徒がサポートを

希望し，かつ，その保護者が了解している，③生徒が継続した学習に耐えられる状態であると主治医が判
断，④生徒が入院時等学習サポートを受ける必要があると校長が認めている，としている。
実際の学習サポートの内容は，①課題の配信と添削指導，②週１回のクラス担任とのオンライン面談を

行っている。
また，「入院時等学習サポート日誌」の記録を行い，学習状況を「入院時等学習サポート日誌」に学習

状況を記録する，①１回の学習時間は40分～60分程度，②1日２回，週に10回分まで記載とし，1週間で1枚
使用，③「課題の提出・完了」に関わらず，学習した内容を記載するとしている。
出席時数の認定について，「入院時等学習サポート日誌」に記載されている教科・科目に限り，出席時数
として認定する。無条件に認定するのではなく，日誌の内容を確認して判断している。詳細には，①1日２
回，1週間で10回分の教科・科目，②認定に際し，課題の提出及び完了は要件としない，③「入院時等学習
サポート日誌」の記載内容を尊重すること，④「総合的な探求の時間」はオンライン面談の内容で代替し
ている。
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Ⅱ 病気療養中の高校生への教育保障の実際例

〇Ａ高等学校（私立，普通科，工業技術科）
県の制度を参考にA校独自の入院時等学習支援の整備を行い，実施要項の作成と具体的な支援方法等

の確認を行った。
名称を「入院時等学習サポート制度～〇〇モデル～」とし，入院等により登校ができないが，修学の意

思を強く持ち学習意欲がある生徒に対して，継続した学習をサポートする制度を創設した。
入院時等学習サポートの対象となる条件として，①20日以上の入院が見込まれる，②生徒がサポートを

希望し，かつ，その保護者が了解している，③生徒が継続した学習に耐えられる状態であると主治医が判
断，④生徒が入院時等学習サポートを受ける必要があると校長が認めている，としている。
実際の学習サポートの内容は，①課題の配信と添削指導，②週１回のクラス担任とのオンライン面談を

行っている。
また，「入院時等学習サポート日誌」の記録を行い，学習状況を「入院時等学習サポート日誌」に学習

状況を記録する，①１回の学習時間は40分～60分程度，②1日２回，週に10回分まで記載とし，1週間で1枚
使用，③「課題の提出・完了」に関わらず，学習した内容を記載するとしている。
出席時数の認定について，「入院時等学習サポート日誌」に記載されている教科・科目に限り，出席時数
として認定する。無条件に認定するのではなく，日誌の内容を確認して判断している。詳細には，①1日２
回，1週間で10回分の教科・科目，②認定に際し，課題の提出及び完了は要件としない，③「入院時等学習
サポート日誌」の記載内容を尊重すること，④「総合的な探求の時間」はオンライン面談の内容で代替し
ている。
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Ⅱ 病気療養中の高校生への教育保障の実際例

〇Ｂ特別支援学校（病弱教育）
小児腫瘍内科へ入院の県立高校普通科在籍の高校生に対して，主

治医が入院期間を基に通信制高校への転籍もしくは在籍校のままで
いるかの話を本人・保護者に説明し，転籍を希望した場合は，高校
教育課，患者サポートセンター，通信制高校，原籍校等も含めた関
係者で会議をもち，学習を進めている。
長期入院でも転籍を希望しない場合，又は要件等から転籍できな

い場合には，B特別支援学校が在籍高校との間に入って連絡調整を行
い，在籍高校からの指示を受けて支援を実施している。
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Ⅱ 病気療養中の高校生への教育保障の実際例

〇Ｃ特別支援学校（病弱教育）
県立医療センターへ入院している高校生に対する支援については，医師から

入院している生徒やその保護者に対して高校生支援の説明を行い，支援の希望
がだされたら，C特別支援学校にいる国語，数学，理科，社会，英語の５教科の
高校生支援の専門の講師が，生徒が在籍する高等学校の非常勤講師となる手続
きをとり，講師となった教師がベッドサイドで授業を行っている。在籍校から
は授業プリントや定期考査を送ってもらい実施し，C特別支援学校からは毎月学
習支援状況を在籍校に報告し，在籍校は内容を精査して高校教育課に報告する。
実技教科や専門教科は，在籍校から課題を出してもらったり，遠隔授業を行っ
たりして支援を行っている。
県立高校の生徒に対しては，５教科は授業時数としてカウントされる。
私立高校，若しくは他県から入院している高校生に対しては，C特別支援学校

のセンター的機能として，教育相談対応で学習支援を行っている。この場合，
非常勤講師となる手続きはとらないので，授業時数としてカウントするかは在
籍校の裁量となり，年度末の単位認定に関しては在籍校での特別審議となる。
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Ⅱ 病気療養中の高校生への教育保障の実際例

〇Ｄ高等学校（公立，工業科）
対象は，入院や療養により欠席が見込まれ，遠隔授業を
希望する生徒に対して，遠隔授業で学習継続を支援してい
る。病室と教室をオンラインでつなぐ授業配信を行ってい
る。必要に応じて支援会議を行い，教育委員会から機材を
借り，授業の開始・継続・終了時には，学校が所定の届出
や報告書を提出している。実際の配信機材は，タブレット
型端末を使用し，工業科なので配信しやすいように木材を
使用したタブレット型端末を固定できる書見台のようなも
のを使用して配信，受信をしている。
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Ⅱ 病気療養中の高校生への教育保障の実際例

〇Ｅ特別支援学校（病弱教育）
E特別支援学校では入院高校生に対して，自主学習への支援と在籍校による授業実施への支援
を行っている。
自主学習への支援に関しては，支援内容として①自主学習の場の提供，②学習状況の確認，
③在籍校からの課題の授受，④質問等の受付を行っている。
実際の支援については，生徒が来室可能な場合は，クリエイティブルームに月・火・木・金の
13:20から14:50までE特別支援学校の教師が時間内見守りとして滞在し，学習状況の確認を行っ
ている。
生徒の来室が難しい場合は，各自の体調に応じて各自が病室で自主学習を行い，E特別支援学
校の教師が病棟を訪問して学習状況の確認を行っている。
また，在籍校による授業実施への支援については，ポケットWi-Fi等を活用して，入院中の生
徒が在籍校の授業を受けられるように支援している。E特別支援学校からは①遠隔授業が受けら
れるように機器の貸出・接続確認，②病棟との連絡調整，③在籍校からの使用教材の授受等の
支援を行っている。また，病棟に遠隔授業の実施の可否，授業場所，授業日時等の確認を行っ
ている。
在籍校による授業実施支援の内容としては，①遠隔授業，②クラスとの交流等，③遠隔個人
面談，④オンデマンド（録画視聴）授業等への支援を行っている。
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Ⅱ 病気療養中の高校生への教育保障の実際例

〇Ｆ県教育委員会

Ｆ県教育委員会では，次のような支援を行っている。
①県内の高校生に対して，各高等学校から非常勤講師を派
遣し，ベッドサイドで授業を受けれるよう支援している。
（県外に入院しているＦ県の高校生に対しても支援を行え
る。）

②県外の高校生に対して，Ｆ県の病院に入院している高校
生に対しては，特別支援学校（病弱教育）が支援を行う。
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Ⅱ 病気療養中の高校生への教育保障の実際例

＜特別支援学校（病弱教育）が担う高校生支援の実際のまとめ＞

・入院した生徒や保護者，医師からの依頼を受け，高等学校と調整する役割を
担っている特別支援学校（病弱）が多い。
→高等学校から断られる事例もあり，悔しい思いも・・・。

・高等学校からの依頼もある。（授業配信のサポートの依頼，定期試
験のサポートの依頼，受験のサポートの依頼，学習の様子を伝える
等）→成績の評価はあくまでも高等学校が行う。

・生徒の入院している病院との調整を行う。→病院の設備，環境に影響。
・支援機器の貸出を行う場合もある。→学校が貸し出しているところもある。
・高等学校の非常勤講師となって指導を行う場合もある。
→生徒にとっての安心にもつながっている。単位取得もできる。

・入院高校生の自主学習を支援している特別支援学校（病弱教育）もある。
→単位取得にはつながらない場合が多いが，生徒の学習状況を把握できる。生
徒の安心にもつながる。
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Ⅲ 病気療養中の生徒のための教育保障チェックリスト（試案）
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